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はじめに 

みなさんは、異文化理解能力という言葉を聞いたことがありますか。それはどんな能力だと

思いますか。 

1. JF 日本語教育スタンダードの「異文化理解能力」

パート 2 では、誤解
ご か い

を生まないために世界中の見えない文化をすべて知ること、学ぶこと

は難しいこと、知識として文化を学ぶことには 限界
げ ん か い

があること、そして、知識として文化を学ぶ

とステレオタイプを生む可能性があることを学びました。では、誤解
ご か い

を生まないためにできる

ことは何でしょうか。ひとつの答えは、「相手のもつ文化、価値観
か ち か ん

、これまでの経験などの見え

ない文化を知ろうとすること」でしょう。 このような見えない文化を見ようとする態度、想像す

る力などを、JF 日本語教育スタンダードでは「異文化理解能力」と呼んでいます。 

JF日本語教育スタンダードとは、日本語の教え方、学び方、学

習成果の評価のし方を考えるためのツールで、「相互
そ う ご

理解のた

めの日本語」を学ぶことを 理念
り ね ん

としています。「相互
そ う ご

理解」、つ

まり、お 互
た が

いに理解しあうためには、「ことば」も必要ですが、

「お 互
た が

いの文化を理解し 尊重
そんちょう

する」ことが大切です。この「お

互
た が

いの文化を理解し、尊重
そんちょう

する」能力のことを「異文化理解能

力」と呼んでいます。 
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実は「異文化理解能力」のような能力については、今も多くの人が研究を続けています。

ですから、どんな能力なのか、詳しく具体的には JF 日本語教育スタンダードにも書かれてい

ません。「異文化理解能力」以外にも「異文化間能力」や「異文化コミュニケーション能力」

などの 名称
めいしょう

があります。このコースでは JF 日本語教育スタンダードに合わせて、「異文化理

解能力」を使います。 

このように今も研究が続けられていて、能力の呼び方も複数ありますが、異なる文化をも

つ人と共に生きるために必要な能力について研究していることは共通しています。また、研究

は、多くの人が考える「異文化理解能力」の具体的な 要素
よ う そ

を出し合い、その共通性を見つ

けていく方法がよく使われています。 

2. 「異文化理解能力」をもつ人はどんなことができる？

では、みなさんもちょっと考えてみてください。異文化理解能力をもつ人、つまりお 互
た が

いの

文化を理解し 尊重
そんちょう

できる人とは、どんな人でしょうか。どんなことを知っていて、どんな力をも

っているでしょうか。コミュニケーションするときの 態度
た い ど

はどうでしょうか。 

自由に、自分の考える 人物像
じ ん ぶ つ ぞ う

を考えてみてください。 

お互いの文化を理解し尊重する 
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日本語国際センターの研修に参加した世界の日本語教師から出た、「異文化理解能力」

をもつ人のイメージをまとめました。もっとたくさんの意見が出たので、これで全部ではありま

せん。みなさんが自分で書いたものと比べてみてください。 

図 1 異文化理解能力をもつ人（日本語国際センターの研修参加者から出た意見の 抜粋
ば っ す い

） 

さて、この異文化理解能力、つまり、お互いの文化を理解し、尊重
そんちょう

する能力ですが、これは

自分の文化を捨てて、相手に合わせることではありません。もちろん、相手に自分の文化を捨

てさせるわけでもありません。では、どうすることでしょうか。それは「第３の場所」を見つける

能力のような言い方で表されます。つまり「第１の場所（わたしの文化）」、「第２の場所（相

手の文化）」のどちらかに合わせるのではなく、新しい「第３の場所」を見つけていくことが大

切だという考え方です。この

「第３の場所」は決まってい

るわけではなく、第１の場所

に近いときもあれば、第２の

場所に近いときもあります。 

*注：「第３の場所」については、オーストラリアの言語教育の基本方針と関係する研究（Lo Bianco et.al 1999 ほか）を

参考にしています。 

図 2 第 3 の場所 出典：国際交流基金（２０２０：１２）を基に作図*
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もう少し、「第３の場所」について考えてみましょう。リサさんとアンさんのことを覚えていま

すか。この２人はどういう状態だったかというと、それぞれが自分の文化にいて、相手の文化

に気づいていないといえます。「第１の場所」と「第２の場所」がつながっていないのです。だ

からトラブルが起きたのですね。 

では、この２人はどうすればいいでしょうか。まずは、お互いに自分の思っていることを伝え

たり、なぜ怒っているのかを相手に質問したりして、相手のもつ文化を知ることが必要でしょ

う。相手の文化がわかったら、もしかしたらアンさんは「次からは貸してって言ってみようかな」

と思うかもしれませんし、リサさんは「このピンクのペンは 嫌
い や

だけど、ほかのペンなら OK って

言っておこうかな」のように考えるようになるかもしれません。お互いが気持ちよくいられる行

動を考えていくと、第３の場所を見つけることができそうだと思いませんか。 

もう少し考えてみましょう。実はこの２人、似ているところがあるのです。それは、「相手に失

礼なことをしたくない」という気持ちを持っているという点です。リサさんは、失礼なことをした

くないから必ず「貸して」と言うし、アンさんは友だちじゃないような行動をすると相手に失礼

だと思うから、勝手に使うわけです。このように、目に見える行動は違うのに、目に見えない部

分では考え方や 価値観
か ち か ん

が似ていることがあります。この状態を表したのが「文化の島モデル」

です。目に見える文化はそれぞれ違っているけれども、目に見えない文化の部分は共通して

いるということを表しています。このように、目に見えない部分の共通性に気がつくと、相手の

文化を 尊重
そんちょう

したり、理解したりしやすくなるのではないでしょうか。 

図 3 文化の島モデル 
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3. まとめ

ここまで異文化理解能力について見てきました。このパートで学んだことをふり返りながら、

異文化理解能力とはどんな能力か、自分のことばでまとめてみましょう。 

このタスクができれば、このパートの目標は達成です。 
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